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“新資料"の手力渤・り求め

現代史研究者に協力依頼
◆
昨
年
二
月
、
最
高
裁
の
棄
却
決
定
が
出
さ
れ
て
か
ら

一
年
以
上
が
過
ぎ
ま
し
た
。
決
定
は
、
形
式
的
な
手
続

き
論
に
終
始
し
た
理
不
尽
な
も
の
で
し
た
が
、
し
か
し

こ
れ
が
今
日
の
司
法
の
現
実
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
を
巻

き
返
す
に
は
新
し
い
資
料
を
発
掘
す
る
ほ
か
な
い
と
考

え
、
原
告
団

・
弁
護
団

・
事
務
局
で
は
、
古
川
純

・
専

修
大
、
古
関
彰

一
。
独
協
大
の
両
教
授
の
ご
協
力
を
得

て
、
研
究
会
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

◆
し
か
し
、
事
態
は
や
は
り
予
想
し
て
い
た
通
り
困
難

で
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
研
究
者
の
協
力
を
お
願
い
し

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
さ
る
四
月
、
そ
の
た
め
の

依
頼
状
を
約
百
名
の
方
に
発
送
し
ま
し
た
。

◆
依
頼
状
は
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
説
明
す
る
必
要
が
あ

り
、
期
せ
ず
し
て
横
浜
事
件

。
再
審
裁
判
の

《
中
間
総

括
文
書
》
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
会
員
の
皆
様
に

も
問
題
再
確
認
の
よ
い
資
料
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
、
会
報
に
掲
載
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

◆
な
お
、
会
員
の
皆
様
の
う
ち
、
新
資
料
に
お
心
当
た

り
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
事
務
局
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

拝
　
啓

先
生
に
は
ま
す
ま
す
ご
清
栄
に
て
ご
活

曜
の
こ
と
、
お
よ
ろ
こ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
「横
浜
事
件
」
第
二
次
再
審

請
求
に
つ
き
、
研
究
者
と
し
て
の
先
生
の

お
力
ぞ
え
を
頂
戴
い
た
し
た
く
、
お
願
い

申
し
上
げ
る
次
第
で
す

（お
願
い
の
項
目

は
本
状
六
に
記
載
、　
一
～
五
は
経
過
の
ご
報

告
で
す
）。

一
「横
浜
事
件
」

に
つ
い
て

０
　
一
」存
じ
の
よ
う
に
戦
前
、
戦
中
に

お
け
る
最
大
規
模
の
思
想

・
言
論
弾
圧
、

人
権
蹂
躙
事
件
で
す
。　
一
九
四
二
年
九
月

か
ら
四
五
年
五
月
ま
で
の
間
に
、
政
治
学

者

・
細
川
嘉
六
氏
や
研
究
者
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
ら
六
〇
余
名
が
治
安
維
持
法
違
反

容
疑
で
、
神
奈
川
県
警
察
特
別
特
別
高
等

課
に
逮
捕
さ
れ
、
う
ち
三
〇
余
名
が
横
浜

地
方
裁
判
所
に
起
訴
さ
れ
ま
し
た
。
特
高

は

「
日
本
共
産
党
再
建
の
謀
議
事
件
」
を

フ
レ
ー
ム
ア

ッ
プ
す
る
た
め
、
被
検
挙
者

に
対
し
、
虚
偽
の

「
自
白
」
を
強
制
し
、

凄
惨
な
拷
間
を
加
え
ま
し
た

（獄
死
者
四

名
、
傷
害
を
う
け
た
者
三
〇
数
名
）
。

三
〇
余
名

の
被
告
に
対
す
る
判
決
は
、

一
九
四
五
年
八
月

一
五
日
の
敗
戦
直
前

（五
名
）
、
お
よ
び
九
月
半
ば
ま
で

（そ
の

他
の
人
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
判
決
は
す

べ
て
有
罪
、
敗
戦
前
に
判
決
の
あ

っ
た
も

の
う
ち
二
件
が
実
刑
で
あ
る
ほ
か
は
、

い

ず
れ
も
執
行
猶
予
付
で
し
た
。
現
存
す
る

判
決
書
の
証
拠
の
標
目
に
は

「被
告
人
ノ

当
公
判

二
於
ケ
ル
供
述
」
「余
審
尋
問
調

書
ノ
記
載
」
等
と
あ
り
、　
つ
ま
る
と
こ
ろ

被
告
人
の

「
自
白
」
以
外
は
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
し
か
も
法
廷
と
は
名
ば
か
り

で
、
判
決
の
言
い
渡
し
の
み
の
形
式
裁
判

が
実
相
で
し
た
。
そ
し
て
注
目
す
べ
き
は
、

事
件
の
中
心
的
重
要
容
疑
事
実
と
さ
れ
た

「
党

再
建
準
備
会
議
」

●

わ
ゆ
る
富
山

県

・
泊
会
議
）
が
、
有
罪
理
由
か
ら
跡
形

も
な
く
消
え
去

っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

い

か
に
無
法
、
非
道
の
フ
レ
ー
ム
ア
ッ
プ
で

あ

っ
た
か
は
、
こ
の

一
事
を
も

っ
て
し
て

も
明
ら
か
で
す

（な
お
、
犯
罪
の
成
立
を

否
認
し
、
争
っ
て
い
る
う
ち
に
治
安
維
持
法

廃
上
の
目
を
迎
え
た
細
川
嘉
六
氏
に
は
地
裁

で
、　
一
審
の
実
刑
判
決
を
不
服
と
し
上
告
中

に
法
の
廃
上
を
み
た
森
数
男
、
内
田
丈
夫
氏
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に
は
大
審
院
で
、
そ
れ
ぞ
れ
免
訴
の
判
決
が

な
さ
れ
ま
し
た
）
。

③
　

一
九
四
七
年
四
月
、
事
件
被
害
者

三
二
名

（細
川
嘉
六
、
川
田
寿
、
川
田
定
子
、

益
田
直
彦
、
平
舘
利
雄
、
木
村
亨
、
小
野
康

人
、
青
山
鉱
治
、
畑
中
繁
雄
、
小
林
英
二
郎

氏
ら
）
は
、
拷
間
を
加
え
た
神
奈
川
県
特

高
二
八
名
を
特
別
公
務
員
暴
行
陵
虐
罪
で

共
同
告
発
し
ま
し
た
。
う
ち
松
下
栄
太
郎

（警
部
）
、
柄
沢
六
治

（警
部
補
）
、
森
川
清

造

（同
）
の
有
罪
が
確
定
し
ま
し
た

（横

浜
地
裁
＝
四
九

・
二

・
二
五
、
東
京
高
裁
＝

五

一
・
三

・
二
八
、
最
高
裁
＝
五
二

・
四

・

二
四
）
。

一
一　
再
審
請
求

一
九
八
六
年
七
月
二
日
、
八
名
の
請
求

人
に
よ

っ
て
九
件
の
確
定
有
罪
判
決
に
対

す
る
再
審
請
求
が
横
浜
地
裁
に
対
し
て
な

さ
れ
ま
し
た
。

請
求
人
―
木
村
亨
、
平
舘
利
雄
、
畑

中
繁
雄
、
青
山
鍼
治
、
小
林
英
二
郎
、

川
田
定
子
、
小
野
貞
、
和
田
か
よ

（川

田
定
子
氏
は
も
と
被
告
人
で
あ
る
と
と
も

に
川
田
寿
氏

（故
）
の
妻
と
し
て
請
求
。

小
野
貞
氏
は
小
野
康
人
氏

（故
）
の
妻
。

和
田
か
よ
氏
は
、
獄
死
し
た
和
田
喜
太
郎

死
の
母
。
か
よ
氏
は
請
求
後
、
八
七
年
七

月
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
）

弁
護
人
＝
森
川
金
寿
、
関
原
勇
、
声

田
浩
志
、
大
川
隆
司

請
求
の
主
た
る
理
由
は
、
特
高
警
察
が

被
疑
者
に
対
し
て
拷
間
を
加
え
た
こ
と
を

認
定
し
た
判
決

釜
則
記
）
の
存
在
は
、
本

件
原
判
決
の
有
罪
認
定
の
証
拠
た
る
自
白

が
、
拷
間
に
よ

っ
て
強
制
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
証
す
る
新
た
な
証
拠

（旧
刑

事
訴
訟
法
第
四
八
五
条
六
号
に
い
う

「無
罪

ヲ
言
渡
ス
ヘ
キ
明
確
ナ
ル
証
拠
し

で
あ
る

と
い
う
点
で
す
。

国
家
秘
密
法
案
が
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
後
、

拘
禁
二
法
案
が
登
場
す
る
と
い
う
状
況
の

な
か
で
行
わ
れ
た
再
審
請
求
は
、
わ
が
国

に
お
け
る
思
想

・
言
論

・
表
現
の
自
由
、

基
本
的
人
権
、
国
家
犯
罪
と
そ
の
責
任

（今
日
に
お
け
る
朝
鮮
人
従
軍
慰
安
婦
、
強

制
連
行
問
題
等
に
も
共
通
す
る
）
を
問
う
重

要
な
意
義
を
も
ち
ま
し
た
。

〓
一　
記
録

ｏ
資
料
上

の
問
題

再
審
請
求
に
当
た
っ
て
の
問
題
点
は
、

判
決
原
本
ほ
か

一
件
記
録
の
不
存
在
で
し

た
。
再
審
請
求
時
点
ま
で
に
判
決
謄
本
の

現
存
し
て
い
た
の
は
、
三
〇
余
名
の
被
告

人
の
う
ち
五
名
分

（小
野
康
人
、
白
石
芳

夫
、
西
沢
富
夫
、
小
森
田

一
記
、
小
川
修
）

の
み
で
あ
り
、
八
六
年
に
、
弁
護
人

・
森

川
氏
が
記
録
保
管
庁
で
あ
る
横
浜
地
方
検

察
庁
に
判
決
謄
本
交
付
、　
一
件
記
録
閲
覧

請
求
を
し
た
と
こ
ろ
、
新
た
に
二
名
分

（益
田
直
彦
、
手
島
正
毅
）
の
判
決
謄
本
が

交
付
さ
れ
た
の
み
で
し
た
。
つ
い
で
獄
死

し
た
和
田
喜
太
郎
氏
の
判
決
書
が
、
横
浜

刑
務
所
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
か
に
は

予
審
終
結
決
定
謄
本
七
名
分
、
予
審
請
求

書
ま
た
は
公
判
請
求
書
二
名
分
が
、
本
人

ま
た
は
遺
族
の
手
許
に
あ
る
の
み
で
し
た
。

尋
間
調
書

（司
法
警
察
官
、
予
審
）
そ
の

他

の

一
件
記
録

は
、
海
野
普
吉
文
書

Ｔ

）
以
外
は
、
今
日
ま
で
の
と
こ
ろ
全

く
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

弁
護
団
は
、
判
決
謄
本

（小
野
康
人
）、

予
審
終
結
謄
本

（木
村
亨
、
畑
中
繁
雄
）

の
存
在
し
な
い
他
の
請
求
人
に
関
し
て
は
、

①
横
浜
地
裁
が
記
録
保
管
責
任
庁
で
あ
る

横
浜
地
検
か
ら
と
り
よ
せ
る
こ
と
、
②
地

検
が
謄
本
を
交
付
し
な
い
場
合
は
、
再
び

判
決
を
作
成
す
る
職
責
が
地
裁

（判
決
言

い
渡
し
庁
）
に
あ
る
こ
と
、
③
そ
の
こ
と

は
現
存
判
決
書
ほ
か
の
諸
資
料
に
よ
っ
て

可
能
で
あ
る
こ
と
を
、
最
高
裁
大
法
廷
決

定

（
一
九
五

一
年
）
や
判
例
に
も
と
づ
い

て
主
張
し
ま
し
た
。

＊
　
海
野
普
吉
文
書
―
―
横
浜
事
件
弁

護
に
当
た
っ
た
故
海
野
普
吉
氏
が
編
綴

し
た
細
川
嘉
六
氏
に
関
す
る

一
件
記
録
。

氏
没
後
、
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
に

寄
贈
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
事
件
全
体

の
中
核
的
部
分
に
関
す
る
証
拠
状
況
は

把
握
で
き
る

（別
紙
（イ
）参
照
＝
省
略
）。

四
　
裁
判
経
過

＜ａ＞
　
右
請
求
に
対
し
、
横
浜
地
裁

（第

二
刑
事
部
）
は
、　
一
九
八
八
年
二
月
二
八

日
、
棄
却
決
定
を
い
た
し
ま
し
た

（こ
の

決
定
の
直
前
、
請
求
人

・
青
山
銀
治
氏
が
亡

く
な
ら
れ
ま
し
た
）。
棄
却
決
定
の
理
由
は
、

二
件
は
請
求
人
死
去

（和
田
か
よ
氏
、
青

山
鉱
治
氏
）
に
よ
り
終
結
、
ま

っ
た
く
判

決
書
の
な
い
被
告
人
に
関
し
て
は
、
そ
も

そ
も
再
審
開
始
の
要
件
を
欠
く

（判
決
書

が
あ
る
の
は
故
小
野
康
人
氏
の
み
）、
小
野

氏
に
つ
い
て
は
、
特
高
に
よ
る
拷
間
を
認

定
し
た
判
決

金
削
記

一
の
③
）
に
お
い
て
、

拷
問
被
害
者
と
認
定
し
て
い
る
の
は
第
二

者

（故
益
田
直
彦
氏
）
に
対
し
て
だ
け
で

あ

っ
て
小
野
氏
で
は
な
く
、
従
っ
て
小
野

氏
が
拷
間
を
う
け
た
証
拠
と
は
な
ら
な
い
、

と
い
う
驚
く
べ
き
暴
論
で
し
た
。

な
お
、　
一
件
記
録
不
存
在
に
つ
い
て
は
、

米
軍
進
駐
時
に
、
「焼
却
処
分
さ
れ
た
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
る
」
と
他
人
事
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

０
　
右
決
定
に
対
し
、
請
求
人

・
弁
護

人
は
即
時
抗
告
を
行
い
ま
し
た
が
、
東
京

高
裁

（第
二
刑
事
部
）
は
、　
一
九
八
八
年

一
二
月

一
六
日
、
抗
告
棄
却
の
決
定
を
し

ま
し
た
。

高
裁
は
地
裁

に
く
ら
べ
、
や
や
柔
軟
な
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論
理
を
用
い
ま
し
た
。
第

一
に
判
決
書
が

な
い
、
と
い
う
こ
と
か
ら
た
だ
ち
に
再
審

開
始
の
要
件
な
し
と
は
い
え
な
い
、
予
審

終
結
決
定
、
予
審
請
求
書
が
あ
れ
ば
原
判

決
の
内
容
の
推
測
は
可
能
で
あ
る
、
第
二

に
特
高
を
被
告
と
す
る
前
記
判
決
は
、

「請
求
人
に
対
し
て
も
拷
間
が
行
わ
れ
た

の
で
は
な
い
か
、
と
の
疑

い
を
否
定
し
さ

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
も
の
で
し

た
。し

か
し
、
結
局
は

一
件
記
録
が
な
け
れ

ば
原
判
決
の
証
拠
構
造
は
把
握
で
き
ず
、

従

っ
て
特
高
に
よ
る
拷
間
の
事
実
が
、
そ

の
証
拠
に
ど
う
影
響
す
る
の
か
判
断
で
き

な
い
、
と
い
う
理
由
で
棄
却
し
ま
し
た
。

＜ｃ＞
　
右
決
定
に
対
し
、
請
求
人

・
弁
護

人
は
最
高
裁

へ
の
特
別
抗
告
を
行
い
ま
し

た
が
、　
一
九
九

一
年
二
月

一
四
日
、
最
高

裁
第
二
小
法
廷
は
棄
却
を
決
定
し
ま
し
た
。

理
由
は
、
①
旧
刑
事
訴
訟
法
下
で
の
再
審

請
求
事
件
に
は
、
刑
訴
応
急
措
置
法
が
適

用
さ
れ
る
。
②
応
急
措
置
法
で
は
、
全
思

法
判
断
〉
に
関
す
る
も
の
に
限
り
、
最
高

裁

へ
の
特
別
抗
告
が
認
め
ら
れ
る
。
③
と

こ
ろ
が
本
件
で
の
原
決
定

（東
京
高
裁
）

は

〈憲
法
判
断
〉
を
行
っ
て
い
な
い
。
④

し
た
が
っ
て
、
応
急
措
置
法
の

「抗
告
の

理
由
」
に
該
当
し
な
い
、
と
い
う
形
式
的

な
手
続
き
論
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
０
で
み
た
よ
う
に
、

横
浜
地
裁
は

一
件
記
録
の
不
存
在
を
棄
却

の
理
由
と
し
ま
し
た
が
、
同
時
に
記
録
の

焼
却
湮
滅
を
認
め
ま
し
た
。
み
ず
か
ら
記

録
を
湮
減
し
な
が
ら
、
記
録
不
存
在
を
理

由
に
再
審
を
拒
否
す
る
の
は
、
国
家
機
関

自
身

に
よ
る

「裁
判
を
受
け
る
権
利
」

（憲
法
三
二
条
）
の
侵
害
で
す
。
そ
こ
で
高

裁

へ
の
即
時
抗
告
に
は
、
第

一
の
理
由
と

し
て
、
こ
の

望
思
法
違
反
」
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
最
高
裁
は
高

裁
決
定
の
中
に

「憲
法
」
の
二
文
字
が
な

い
こ
と
を
回
実
に
憲
法
判
断
を
放
棄
し
た

の
で
す
。
モ
つ
し
て
、
横
浜
地
裁
か
ら
最

高
裁
に
い
た
る
第

一
次
再
審
裁
判
は
、
現

代
日
本
の
裁
判
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
問

う
裁
判
と
も
な
り
ま
し
た
。

五
　
第
二
次
再
審
裁
判

に
向
け
て

以
上
の
経
過
を
ふ
ま
え
、
請
求
人

・
弁

護
団

・
再
審
裁
判
を
支
援
す
る
会
事
務
局

の
合
同
会
議
で
、
次
の
方
向
を
決
定
し
ま

し
た
。
０
第
二
次
再
審
請
求
を
め
ざ
す
。

②
そ
の
た
め
、
記
録
ほ
か
新
資
料
の
発
掘

な
ど
資
料
研
究
を
深
め
る
。
③
問
題
を
国

際
的
な
舞
台
で
訴
え
て
い
く
。

②
の
た
め
に
は
、
九

一
年

一
一
月
、
古

川
純

（専
修
大
学
）、
古
関
彰

一

（独
協
大

学
）
の
両
氏
の
ご
協
力
を
得
て
、
研
究
会

を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

０
と
し
て
、
森
川
弁
護
団
長
、
木
村
請

求
人
が
、
九

一
年
八
月
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に

お
け
る
国
連
人
権
委
員
会
の
傍
聴
お
よ
び

Ｎ
Ｇ
Ｏ
会
議
に
お
け
る
ア
ピ
ー
ル
活
動
を

行

い
ま
し
た
。
（亡
く
な
ら
れ
た
和
田
か
よ

氏
の
請
求
は
気
賀
す
み
氏

（和
田
喜
太
郎
氏

の
実
妹
）
、
青
山
鍼
治
氏
の
請
求
は
房
子
氏

（夫
人
）、
九
二
年
四
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
平

舘
利
雄
氏
の
請
求
は
登
志
子
氏

（夫
人
）
に

ひ
き
つ
が
れ
て
い
ま
す
。
）

一ハ
　
資
料
発
掘

・
研
究
に

つ
い
て
の
お
願
い

裁
判
経
過
に
み
る
よ
う
に
、
却
下
の
主

た
る
理
由
と
さ
れ
た
の
は
、

一
件
記
録
の

不
存
在
で
し
た
。
刑
事
記
録
保
管
お
よ
び

減
失
の
場
合
の
復
元
責
任
は
国
家
機
関
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
点
は
第
二
次
再
審
請
求

に
お
い
て
も
重
要
な
争
点
に
な
る
で
し
ょ

う
し
、
ま
た
争
点
に
さ
せ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
同
時
に
、
請
求
人
側
も
記

録
ほ
か
新
資
料
の
発
掘
に
努
め
た
い
と
存

じ
ま
す
。
横
浜
地
裁
が
認
め
た
よ
う
に
焼

却
処
分
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
事
実
と
し
て

も
、
敗
戦
か
ら
米
軍
進
駐
ま
で
の
期
間
に
、

関
係
記
録
が
す
べ
て
跡
形
も
な
く
焼
却
さ

れ
た
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
第

一
次
再
審
請

求
準
備
の
過
程
で
、
昭
和

一
九
年
度
、
二

〇
年
度
の

「刑
事
第

一
審
公
判
始
末
簿
」

が
発
見
さ
れ
ま
し
た

（別
紙
言

）＝
省
略
。

横
浜
事
件
の
被
告
名
の
記
載
あ
り
。
☆
印
を

つ
け
ま
し
た
）。

残
存
保
管
文
書
が
米
占
領
軍
に
接
収
さ

れ
た
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
九
六
七
年
、
故

・
海
野
普
吉
弁
護
士
が

横
浜
地
検
に
判
決
謄
本
を
請
求
し
た
と
こ

ろ
、
小
野
康
人
ほ
か
五
名
分
以
外

「
…
…

そ
の
他

の
二
〇
名
の
分
に
つ
い
て
は
当
庁

が
当
時
進
駐
軍
に
庁
合
の

一
部
を
接
収
さ

れ
、
あ
る
い
は
そ
の
他
諸
般
の
事
情
に
よ

り
、
現
在
右
原
本
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
下
さ
い
」
と
の
回
答
が
な
さ
れ

て
い
ま
す

（海
野
普
吉

『あ
る
弁
護
士
の
歩

み
』
日
本
評
論
社
、　
一
九
六
八
年
）。
そ
し

て
海
野
氏
は
占
領
軍
に
よ
る
接
収
を
推
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

も
は
や
存
在
し
な
い
こ
と
が
定
説
に
近

く
な
り

つ
つ
あ

っ
た
二

・
二
六
事
件
の
正

式
裁
判
文
書
が
東
京
地
検
に
保
管
さ
れ
て

い
る
こ
と

（ほ
ぼ
確
実
）
が
、
研
究
者
に

よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
い
う
事
例
も

ご
ざ

い
ま
す

（北
博
昭
氏
。
『中
央
公
論
』

一
九
九

一
年
二
月
号
）。

そ
こ
で
研
究
者
各
位
よ
り
、　
つ
ぎ
の
よ

う
な
諸
点
に
つ
き
、
ご
教
示
、
ご
協
力
を

い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

①
　
情
報
提
供
に
つ
い
て
。
ご
研
究
の

過
程
で
お
気
づ
き
の
資
料

・
情
報
を
ご
教

示
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
事
件
関
係

は
も
と
よ
り
事
件
研
究
に
多
少
と
も
役
立
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つ
と
思
わ
れ
る
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
っ

大
川
弁
護
士
は
、
公
文
書
館
に
お
い
て

「
地
方
庁
特
高
事
務
分
担
表
」
（昭
和

一
七

年

一
一
月
時
点
）、
「神
奈
川
県
特
高
緊
急

連
絡

一
覧
表
」
（昭
和
三
〇
年
二
月
時
点
）

を
発
見

い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
事
件
探

索

の
手
が
か
り
が
接
収
文
書
に
残
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
の

一
つ
の
証
明
で
も
あ

り
ま
し
ょ
う

（た
だ
し
、
コ
ピ
ー
を
請
求

し
た
と
こ
ろ
、
氏
名
、
住
所
は
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
と
い
う
理
由
で
、
空
白
に
さ
れ
ま
し
た
）。

②
　
記
録
が
保
存
さ
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
文
書
、
保
存
機
関
に
つ
い
て
。
占
領

軍

・
米
軍
文
書

（米
公
文
書
館
、
米
軍
関

係
公
文
書
保
存
所
）
、
占
領
軍
文
書

の
コ
ピ

ー
文
書

（国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
）、
占

領
軍
に
よ
る
接
収
後
の
返
還
文
書

（関
係

各
省
庁
）
、
接
収
文
書
の
コ
ピ
ー

（米
議
会

図
書
館
、
米
公
文
書
館
、
早
稲
田
大
学
図
書

館
）
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
れ

以
外
で
も
、
占
領
軍
ス
タ

ッ
フ
の
私
蔵
文

書
も
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

＜ａ＞
　
占
領
軍
返
還
文
書
に
関
し
て
は
、

陸
海
軍
関
係
文
書
が
防
衛
庁
防
衛
研
究

所
戦
史
室
に
、
外
交
文
書
が
外
務
省
外

交
史
料
館
に
と
い
う
よ
う
に
、
関
連
各

省
庁
に
返
還
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

全
容
お
よ
び
本
件
記
録
の
返
還
先
に
つ

い
て
ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま

す
。
本
件
記
録
は
、
特
高

の
調
書
は
内

務
省
文
書
、
裁
判
記
録
は
司
法
省
文
書

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
返
還
後

は
そ
れ
ぞ
れ
警
察
庁
お
よ
び
白
治
省

・

自
治
大
学
校
、
最
高
裁
判
所
お
よ
び
法

務
省
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

③
　
膨
大
な
返
還
文
書
す
べ
て
を
い
っ

き
ょ
に
調
査
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
調
査
対
照
を
ど
の
よ
う
な
範
囲
、

方
向
に
し
ぼ
っ
た
ら
よ
い
か
。

＜ｃ＞
　
秘
密
主
義
の
壁
が
厚

い
関
係
各
省

庁
に
対
し
て
、
問
い
合
せ
の
み
で
な
く

実
際
に
調
査

・
探
索
で
き
る
方
法
に
つ

い
′く
。

③
　
研
究
者
の
ご
紹
介
に
つ
い
て
。
本

状
は
か
な
り
の
数
の
研
究
者
に
差
し
上
げ

て
お
り
ま
す
が
、
先
生
ご
自
身
の
ほ
か
に

私
ど
も
に
ご
教
示
い
た
だ
け
そ
う
な
方
を

支
援
す
る
会
事
務
局
ま
で
ご
紹
介
い
た
だ

き
た
く
存
じ
ま
す
。

な
お
、
記
録

・
資
料
に
関
し
て
は
、
横

浜
事
件
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
み
で
な
く

一
③
で
述
べ
た
拷
間
特
高
裁
判
に
つ
い
て

も
、
ご
教
示
願
え
れ
ば
幸
甚
で
す
。

＊
　
な
お
、
別
紙
ス

）
＝
省
略
は
事

件
被
害
者

一
覧
で
ご
ざ
い
ま
す

（☆
は

再
審
請
求
人
で
す
）っ

以
上
、
不
躾
け
な
お
願
い
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
お
気
づ
き
の
諸
点
を
支
援
す
る
会

事
務
局

へ
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま

す
。先

生
の
い
っ
そ
う
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍

を
祈
念
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。敬

　
旦
（

一
一
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横
浜
事
件
で
思
い
出
す
こ
と

（ま
え
が
き
）

去
る
二
月
七
日
に
青
山
房
子
さ
ん
と
大

手
町
で
待
合
わ
せ
、
小
野
貞
さ
ん
を
お

た
ず
ね
し
ま
し
た
。
お
二
人
の
亡
き
ご

主
人
は
共
に
改
造
社
の
編
集
部
員
で
し

た
　
生
前
は
親
し
く
お
つ
き
合

い
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
青
山
さ
ん
が
逗
子

へ
越
さ
れ
て
以
来
久
し
く
お
会

い
す
る

こ
と
が
な
く
、
今
回
何
年
ぶ
り

か
の
再
会
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
．
以
下
の
対
談
は
、
そ

の
時
の
横
浜
事
件
に
関
す
る
部

分
を
何
ら
か
の
か
た
ち
で
記
録

払
　
　
と
し
て
留
め
て
お
く
こ
と
が
重

』
　
型け設嘲％「』れ与嶋」い

猜
　
　
の
で
す
．

殉
　
　
　
　
　
　
（事
務
局
―
金
田
記
）

んさ

顎
　
小
野
　
青
山
さ
ん
が
釈
放
さ
れ
る

小
　
時
、
何
ら
か
の
知
ら
せ
は
あ
り
ま

し
た

，
　
そ
れ
は
い
つ
ど
ん
な
方

法
で
し
た
か
。

青
山
　
葉
書
で
ね
、　
い
つ
い
つ
迎

え
に
来

い
と
か
書

い
て
た
よ
う
で

す
け
ど
、
何
日
だ
っ
た
か
覚
え
て
い
ま
せ

ん
¨
青
山
を
連
れ
て
来
た
人
が
看
守
じ
ゃ

な

い
わ
ね
、
刑
事
か
し
ら
、
「何
も
な
か

っ
た
と
思

っ
て
下
さ
い
」

っ
′ゝ

そ
う

い

っ
た
の
。

小
野
　
そ
ん
な
こ
と
い
っ
た
の
）
あ
ん
な

ひ
ど
い
拷
問
し
と
い
て
．
そ
れ
で
ど
こ
で

お
待
ち
し
て
た
の
．

青
山
　
面
会
室
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

小
野
　
そ
の
時
、
青
山
さ
ん
の
他
に
ど
な

た
か
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
。

青
山
　
い
い
え
、
私

一
人
で
し
た
¨

小
野
　
時
間
を
少
し
ず

つ
ず
ら
し
て
釈
放

さ
れ
た
よ
う
で
し
た
わ
ね
。

青
山
　
そ

の
あ

と
浅
野
屋
さ
ん
で
他

の

方
々
と
会

っ
て
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
お

話
を
し
ま
し
た
け
ど
、
誰
が
い
た
の
か
お

ぼ
え
て
い
な
い
の
．

小
野
　
小
林
英
三
郎
さ
ん
は
奥
様
が
疎
開

な
さ

っ
て
い
て
間
に
合
わ
な
か
っ
た
そ
う

よ
。
大
森
さ
ん
の
家
に
泊
め
て
い
た
だ
い

た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
し
た
ち
そ
れ
で
ね
、

青
山
さ
ん
が
拷
間
を
受
け
て
い
る
ら
し
い

と
、
面
会
の
時
に
わ
か
り
ま
し
た
か

青
山
　
い
い

，
た、
ち

っ
レ
もヽ
」
帰

っ
て
来

て
か
ら
き
き
ま
し
た
。

小
野
　
洗
濯
物
な
ど
に
血
が
つ
い
て
る
こ

レ
ｉ
な
ガ
ニ
ほ
？

青
山
　

つヽ
ち
は
そ
ん
な
こ
と
な
か
っ
た
の

よ
．
小
野
さ
ん
は
ひ
ど
か
っ
た
よ
う
で
す

ね
、
血
染
め
の
ユ
カ
タ
で
…
…

小
野
　

そヽ
え
、
今
に
な

っ
て
思
う
と
あ
れ

を
捨
て
た
の
は
残
念
で
し
た
。
気
賀
す
み

子
さ
ん
の
お
兄
さ
ん
の
和
田
喜
太
郎
さ
ん

や
、
畑
中
繁
雄
さ
ん
も
血
で
汚
れ
て
い
た

そ
う
で
す
．

青
山
　
栄
養
失
調
で
帰

っ
て
き
ま
し
た
か

ら
ね
え
ｅ
差
し
入
れ
も
、
物

々
交
換
で
や

っ
と
手
に
入
れ
て
、
自
分
は
食

べ
ず
に
、

そ
し
て
主
人

一
人
で
食
べ
る
の
は
悪

い
だ

ろ
う
か
ら
刑
事
さ
ん
が
食
べ
て
も

い
い
よ

う
に
と
、
多
目
に
作

っ
て
持

っ
て
行

っ
た

の
に
届

い
て
な
か
っ
た
り
、
腐

っ
て
い
た

り
し
て
ね
っ

小
野
　
私
も
そ
う
で
す
よ
で
行

っ
て
み
た

ら
腐

っ
た
の
が
そ
の
ま
ま
あ
り
ま
し
て
ね

口
惜
し
く
て
、
寿
署
の
窓
か
ら
投
げ
捨
て

ま
し
た
し
青
山
さ
ん
は
、
最
初
か
ら
差
入

れ
が
許
さ
れ
ま
し
た
か
。

青
山
　

４ヽ
４

小
野
　
土同
山
さ
ん
は
あ
と
で
し
た
か
ら
ね

最
初
の
人
達
は
拷
問
も
ひ
ど
か

っ
た
で
す

小野貞さん (左 )と 青山房子さん
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か
ら
ね
。
川
田
さ
ん
ご
夫
妻
も
そ
う
で
し

ょ
う
。
川
田
定
子
さ
ん
へ
の
拷
間
に
よ
る

悲
鳴
が
聞
こ
え
て
き
て
、
平
舘
利
雄
さ
ん

は

「
お
気
の
毒
で
な
か
な
か
眠
れ
な
か
っ

た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
そ
う
で
す
ね
。

青
山
　
若
槻
繁
さ
ん
の
奥
様
も
子
供
を
連

れ
て
ね
、
良
く
お
会
い
し
ま
し
た
。
畑
中

さ
ん
の
奥
様
と
も
差
入
れ
の
時
に
お
会
い

し
ま
し
た
。
う
ち
は
肋
膜
を
や
っ
て
い
ま

し
た
か
ら
ね
、
上
野
で
ま
む
し
の
黒
焼
を

買

っ
て
来
て
持

っ
て
行

っ
た
ら
、
そ
れ
は

食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
よ
う
で
し
た
。

小
野
　
私
も
ね
、　
エ
ビ
オ
ス
や
肝
油
ド
ロ

ッ
プ
を
差
し
入
れ
し
た
ん
で
す
け
ど
、
そ

れ
は
や
は
り
飲
ん
だ
そ
う
で
す
。

―
―
　
平
舘
さ
ん
の
お
宅
が
横
浜
に
あ
り

ま
し
た
の
で
、
い
ろ
ん
な
方
が
帰
り
に
お

寄
り
に
な
っ
た
そ
う
で
す
が
。

小
野
　

そヽ
え
、
私
も
相
川
博
さ
ん
の
奥
様

と
い
っ
し
ょ
に
寄
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

らに
。

青
山
　
私
は
お
寄
り
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

小
野
　
土目
山
さ
ん
は
持

っ
て
ゆ
か
れ
た
本

な
ど
は
返
し
て
も
ら
い
ま
し
た
か
？

青
山
　
い
い
え
。
私
の
大
切
な
も
の
も
あ

っ
た
の
で
す
が
何
も
返
し
て
も
ら
っ
て
な

い
の
よ
。

小
野
　

つヽ
ち
も
返
し
て
も
ら
っ
て
な
い
の
。

小
林
さ
ん
は
連
絡
が
来
て
奥
様
と
引
き
取

り
に
行

っ
た
そ
う
で
す
。

―
―
　
そ
う

い
え
ば
平
舘
さ
ん
も
返
し
て

い
た
だ
い
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
青
山
さ
ん
は
治
安
維
持
法
が

な
く
な

っ
た
時
点
で
執
行
猶
予

つ
き
だ
し
、

戸
籍
に
も
有
罪
が
記
載
さ
れ
て
い
な

い
こ

と
だ
か
ら
、
す
べ
て
が
さ
れ
い
に
消
え
て

し
ま

っ
た
と
思

っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
…

小
野
　

そヽ
え
私
も
そ
う
き
き
ま
し
た
。
特

高
も
有
罪
に
な
り
ま
し
た
し
ね
。
で
す
か

ら
再
審
請
求
が
出
来
る
な
ん
て
思
わ
な
か

っ
た
と
、
青
山
さ
ん
は
お

っ
し
ゃ
っ
て
ま

し
た
。
私
自
身
も
そ
う
で
す
が
。

青
山
　

王ヽ
人
は
私
に
は
な
に
も

い
い
ま
せ

ん
か
ら
、
苦
労
さ
せ
て
と
思

っ
て
た
ん
で

し
ょ
う
。
私
は
私
で
、
罪
も
な
い
の
に
あ

ん
な
所

へ
入
れ
ら
れ
て
と
思

っ
て
ま
し
た
。

召
集
令
状
が
来
ま
し
て
ね
。
海
軍
省
の
報

道
部
に
い
ま
し
た
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
警

察
に
は
つ
れ
て
ゆ
か
れ
な

い
だ
ろ
う
と
思

っ
て
ま
し
た
ら
、
駄
目
だ

っ
た
ん
で
す
。

結
局

つ
れ
て
ゆ
か
れ
ま
し
た
。

―
―
　
召
集
令
状
が
き
て
い
る
所

へ
、
特

高
が
き
て
つ
れ
て
い
っ
た
の
で
す
か
。
目

前
の
戦
争
よ
り
特
高
の
権
力
の
方
が
強
い

ん
で
す
か
。

青
山
　

４ヽ
え
、
そ
う
な
の
よ
。

小
野
　
そ
う
で
す
か
。
う
ち
は
つ
か
ま

っ

て
か
ら
令
状
が
き
た
ん
で
す
よ
、
乙
種
合

格
で
し
た
か
ら
ね
、
赤
紙
じ
ゃ
な
く
て
、

も
も
色
紙
っ
て
い
う
の
。
教
育
訓
練
兵
と

か
い
い
ま
し
て
ね
、
本
来
は
数
ヶ
月
軍
事

教
練
を
し
て
す
ぐ
帰
さ
れ
た
ん
で
す
け
ど
、

戦
争
に
な
っ
て
か
ら
は
形
式
が
違
う
だ
け

で
帰
し
て
は
も
ら
え
な
い
の
よ
。
そ
れ
で

ね
、
「来
ま
し
た
か
ら
」

っ
て
持

っ
て
ゆ

き
ま
し
た
ら

「個
人
の
犯
罪
じ
ゃ
な
い
ん

だ
か
ら
、　
一
人
だ
け
出
す
わ
け
に
は
い
か

な
い
、
こ
っ
ち
で
処
理
す
る
か
ら
い
い
」

っ
て
い
わ
れ
た
の
。
い
わ
く

「ち
ゃ
ん
と

メ
シ
を
食
わ
せ
て
と

っ
と
い
て
や
る
か

ら
」
で
す

っ
て
。

―
―
　
要
す
る
に
、
戦
争
に
ゆ
け
ば
死
ぬ

か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
刑
務
所
に
い
れ
ば

死
ぬ
こ
と
は
な
い
と
い
う
わ
け
で
す
か
。

実
際
に
は
五
人
も
拷
間
死
さ
せ
て
る
の
に

小
野
　
本
当
に
ひ
ど
い
話
で
す
よ
ね
。

―
―
　
青
山
さ
ん
の
こ
と
で
思
い
出
し
ま

す
が
、
海
軍
省
の
報
道
部
に
い
た
頃
の
こ

と
で
、
山
本
五
十
六
は
戦
死
し
ま
し
た
が
、

青
山
さ
ん
も
報
道
部
員
と
し
て
、　
一
緒
の

飛
行
機
に
乗
る
は
ず
だ
っ
た
の
だ
そ
う
で

す
。
時
間
に
間
に
あ
わ
ず
、
そ
の
飛
行
機

に
乗
り
遅
れ
て
命
拾
い
し
た
と
お
っ
し
ゃ

て
い
ま
し
た
。
横
浜
事
件
の
拷
問
も
ひ
ど

く
て
、
ど
っ
ち
の
手
だ
っ
た
か
薬
指
は
曲

っ
た
ま
ま
で
し
た
し
、
折
れ
た
鉛
筆
の
芯

が
突
き
さ
さ
っ
た
あ
と
も
青
く
残

っ
て
い

ま

し

た
。

小
野
　
土目
山
さ
ん
の
指
の
こ
と
は
、
特
高

を
訴
え
た
時
、
最
後
ま
で
問
題
に
な
っ
た

よ
う
で
す
が
、
結
局
因
呆
関
係
が
は
っ
き

り
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
拷
間
の
あ
と

だ
と
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
よ
ね
。

青
山
　

４ヽ
え
。
東
大
の
先
生
が
調
べ
た
の

だ
そ
う
で
す
ね
。
も
う
あ
ん
な
辛
い
思
い

を
す
る
の
は
三
度
と
ゴ
メ
ン
で
す
ね
。
国

家
秘
密
法
や
な
ん
か
で
大
変
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら

「国
家
秘
密
法
に
抵
抗
出
来
る
と

思
え
ば
、
再
審
請
求
も
意
義
が
あ
る
ん
じ

ゃ
な

い
か
」
「再
審

の

一
番
の
動
機
は
、

い
ま
の
政
治
情
勢
に
対
す
る
不
安
な
の

だ
」
と
青
山
は
い
っ
て
い
ま
し
た
。

小
野
　

そヽ
え
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
私
も
参

加
し
た
ん
で
す
。
拘
禁
二
法
も
ね
、
反
対

で
す
。

い
ま
横
浜
事
件
の
こ
と
を
た
く
さ

ん
の
人
に
知

っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
い
つ

で
も
起
こ
り
う
る
事
と
し
て
考
え
て
欲
し

い
、
皆
さ
ん
そ
う
思
わ
れ
て
再
審
請
求
を

な
さ
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。
第

一
次
の
門

前
払
い
は
ほ
ん
と
う
に
理
不
尽
で
す
。
納

得
ゆ
き
ま
せ
ん
。

い
ま
二
次
に
向
け
て
、

研
究
会
を
な
さ
っ
て
ま
す
が
、
と
て
も
期

待
し
て
い
ま
す
。
地
味
で
す
が
こ
う
い
っ

た

一
つ
一
つ
の
地
道
な
積
み
重
ね
が
大
切

な
こ
と
と
思
い
ま
す
。
先
生
方
や
事
務
局

の
皆
様
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
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平
舘
登
志
子
さ
ん
に

う
か
が

っ
た
こ
と

以
上
が
お
二
人
の
会
話
で
す
が
、
そ
の

お
話
に
関
連
し
ま
す
の
で
、
昨
年
平
舘
利

雄
さ
ん
の
奥
様
に
う
か
が
っ
た
こ
と
を
書

き
そ
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
舘
さ
ん
は
昭
和

一
一
年
か
ら

一
五
年

ま
で
大
連
に
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
時
に

召
集
令
状
が
本
籍
地
と
勤
務
先
の
満
鉄
に

来
た
の
で
す
が
、
大
連
で
三
ヶ
月
の
軍
事

教
練
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。　
一
五
年
の
半

ば
頃
に
東
京
に
帰

っ
て
来
ま
し
た
が
、
西

沢
富
夫
さ
ん
も
ご

一
緒
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
西
沢
さ
ん
と
は
逮
捕
の
日
も
同

じ
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

磯
子
署
に
拘
留
さ
れ
て
い
る
時
に
知
り

合

っ
た

「
ア
カ
シ
」
と
い
う
看
守
さ
ん
が

自
宅
の
ボ
ロ
ボ
ロ
の
畳
を
嘆
き
、
そ
れ
を

気
の
毒
に
思
わ
れ
て
畳
を
差
し
あ
げ
た
の

が
き
っ
か
け
で
、
家
族
全
員
で
留
守
宅

ヘ

遊
び
に
来
て
食
事
を
し
た
り
し
て
い
た
そ

う
で
す
。
そ
の
看
守
さ
ん
か
ら
日
曜
日
な

ら
特
高
刑
事
も
来
な
い
だ
ろ
う
か
ら
と
い

わ
れ
、
奥
様
は
お
弁
当
を
作
っ
て
、
子
供

さ
ん
を
つ
れ
て
平
舘
さ
ん
に
あ
い
に
ゆ
か

れ
た
の
で
す
が
、
平
舘
さ
ん
が
面
会
室
で

食
事
を
し
て
い
る
時
、
特
高
刑
事
が
来
て
、

大
変
お
こ
っ
て
食
事
を
取
り
上
げ
、
奥
様

は
追
い
帰
さ
れ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
の

次
の
日
磯
子
署
に
行

っ
て
み
ま
す
と
、
そ

の
看
守
さ
ん
は
他

へ
配
属
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
平
舘
さ
ん
が
釈

放
さ
れ
た
の
ち
、
そ
の
看
守
さ
ん
が
、
ネ

ギ
と
牛
肉
を
持

っ
て
た
ず
ね
て
き
て
下
さ

っ
た
と
う
か
が
い
ま
し
た
。

二

一
年
に
な

っ
て
か
ら
だ
そ
う
で
す
が
、

い
つ
だ

っ
た
か
、
特
高
刑
事

（誰
だ
っ
た

か
覚
え
て
い
な
じ

が
た
ず
ね
て
来
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
平
舘
さ

ん
は
会

い
た
く
な

い
と
断

っ
た
そ
う
で
す
。

少
し
静
養
し
た
の
ち

一
橋
大
に
二
年
ほ
ど

勤
務
さ
れ
て
か
ら
横
浜
国
大
に
移
ら
れ
ま

し
た
が
、
「横
浜
事
件
」
の
こ
と
が
関
係

し
て
二
人
の
保
証
人
が
必
要
に
な
り
、　
一

橋
高
商
時
代
の
恩
師
と
そ
の
友
人
で
あ
ら

れ
た
先
生
が
保
証
人
に
な

っ
て
下
さ

っ
た
。

本
来
、
保
証
人
な
ど
必
要
な
い
の
だ
そ
う

で
す
。

釈
放
さ
れ
た
時
、
奥
様
は
疎
開
中
だ
っ

た
の
で
、　
い
つ
、
ど
ん
な
ふ
う
に
帰
ら
れ

た
の
か
は
ご
存
じ
な

い
と
の
こ
と
で
す
。

横
浜
国
大
に
お
勤
め
の
頃

「
民
主
主
義
科

学
者
協
会
」
の
た
め
に
自
宅
を
開
放
し
、

そ
こ
で
三
菱
ド

ッ
ク
の
方
や
、
中
学
、
高

校
の
先
生
方
と
、
毎
週
土
曜
日
に
勉
強
会

を
な
さ

っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
講
師
に
は
、

平
舘
さ
ん
の
関
係
で
大
学
の
先
生
が
来
て

下
さ

っ
て
、
夜
遅
く
な
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
で
、
夜
食
を
出
さ
れ
た
り
時
に
は
泊

っ

て
ゆ
か
れ
る
方
も

い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
そ
う

で
す
。

横
浜
事
件
に
つ
い
て
、
奥
様
が

「
三
度

と
あ
ん
な
辛

い
思

い
は
し
た
く
あ
り
ま
せ

ん
。
拘
禁
二
法
や
秘
密
法
は
反
対
で
す
。

お
父
さ
ん
の
遺
志
を
つ
い
で
再
審
を
続
け

ま
す
」
と
い
わ
れ
た
こ
と
が
深
く
印
象
に

残
り
ま
し
た
。
小
野
さ
ん
や
青
山
さ
ん
の

奥
様
の
思

い
と
も
同
じ
な
ん
だ
と
い
う
こ

と
を
痛
感
致
し
ま
し
た
。

以
上
。

事
務
局

へ
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
言
葉

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

（
一
部

省
略
な
ど
、
文
責
―
事
務
局
）

●
民
主
主
義
が
問
わ
れ
て
い
る
―
―
―
―

国
の
名
に
お
い
て
じ
ゅ
う
り
ん
さ
れ
た

個
人
の
人
権
は
国
の
名
に
お
い
て
回
復
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
自
明
の

論
理
が
ま
る
で
見
当
違
い
の
理
由
で
退
け

ら
れ
る
と
い
う
現
実
は
、
こ
の
国
に
未
だ

民
主
主
義
な
る
も
の
が
確
立
さ
れ
て
い
な

い
何
よ
り
の
証
拠
で
す
し
、
戦
後
の
民
主

教
育
を
受
け
た
筈
の
私
達
と
は

一
体
な
ん

で
あ

っ
た
の
か
と
い
う
問
い
か
け
に
も
な

っ
て
、
こ
の
再
審
運
動
は
続
け
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。　
一
介
の
市
民
に

す
ぎ
な
い
私
に
出
来
る
事
は
そ
れ
程
多
く

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
で
も
そ
の
出
来
る
範

囲
の
中
で
持
続
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

（Ｔ

・
Ｎ
）

●
次
へ
の
再
審
を
め
ざ
し
て

次

へ
の
再
審
を
め
ざ
し
て
の
ご
活
動
ご

苦
労
様
で
す
。
権
力
に
対
す
る
怒
り
を
お

さ
え
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
。
ご
健
康
に
留

意
さ
れ
な
が
ら
頑
張

っ
て
下
さ
い
。

（若
林
し
げ
の
）

●
長
生
き
し
て
頑
張

っ
て
／

第
二
次
に
む
け
て
ど
う
か
め
げ
な
い
で

頑
張
っ
て
下
さ
い
。
こ
ん
な
に
人
権
を
無

視
す
る
国
は
他
の
先
進
国
の
ど
こ
に
あ
る

で
し
ょ
う
。
責
任
を
全
く
と
ら
ず
、
す
り

ぬ
け
る
事
の
こ
ん
な
に
上
手
な
国
が
ど
こ

に
あ
る
で
し
ょ
う
。
ど
う
か
皆
さ
ん
長
生

き
し
て
、
闘
っ
て
下
さ
い
。

（加
藤
丸
子
）

●
Ｐ
Ｋ
Ｏ
を
許
す
な

Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
案
な
ど
又
も
や
同
じ
事
が
く

り
返
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
昨
今
、
本
会

の
重
要
性
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
来

ま
す
。

（中
村
速
男
）
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●
新
資
料
の
発
掘
を
期
待
す
る

ご
高
齢
の
原
告
の
方
は
じ
め
皆
様
の
ご

清
祥
を
お
祈
り
し
ま
す
。
新
資
料
発
掘
の

為

へ
の
大
変
な
お
取
り
組
み
、
こ
の
国
が

全
て
の
証
拠
を
提
訴
人
に
得
す
不
都
合
が

改
め
ら
れ
る
日
を
鶴
首
、
こ
の
雪
量
の
闘

い
が
今
再
び
危
険
様
相
を
呈
し
だ
し
た
大

き
な
歯
止
め
の
大
切
な
お
役
。

（斉
藤
美
智
子
）

●
次
の
再
審
め
ざ
し
て
頑
張
っ
て
―
―
―

次
の
再
審
を
め
ざ
し
て
頑
張
る
皆
さ
ん

の
努
力
に
敬
服
し
ま
す
。
何
も
お
手
伝
い

出
来
ま
せ
ん
が
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

（岡
田
富
久
子
）

●
真
の

「法
治
国
」
に

憲
法
に
保
障
さ
れ
た
、
平
和
主
義
や
基

本
的
人
権
が
、
国
の
権
力
機
構
に
よ

っ
て

次
か
ら
次

へ
と
破
壊
さ
れ
、
じ
ゅ
う
り
ん

さ
れ
て
い
く
。
こ
れ
で
も
日
本
は

「法
治

国
」
と
い
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
治

安
維
持
法
下
の
昔
か
ら
、
今
も
な
お
野
蛮

な

「無
法
治
国
」
で
は
な

い
か
と
疑
う
も

の
で
す
。
皆
さ
ん
の
よ
う
な
、
社
会
正
義

の
闘

い
の
み
が
、
真
の
民
主
的
法
治
国
に

変
革
す
る
原
動
力
だ
と
思

い
ま
す
。
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、
心
か
ら
の
声
援
を
お

く
り
ま
す
。

（大
島
久
治
郎
）

●
応
援
し
て
い
ま
す

●
正
し
い
こ
と
は
強
い

正
し
い
こ
と
は
強

い
。
頑
張

っ
て
下
さ

青
山
君
の
同
期
生
で
す
。
　

（小
川
保
夫
）

頑
張

っ
て
下
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

（上
舘
良
継
）

再
審
実
現
の
た
め
、
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

（河
合
郁
子
）

〈
一
二
月
〉

深
代
典

子

若
林

し
げ

の

森
田
敏
彦
　
一二
渡
章
高
　
野
々
村
散
　
加

藤
丸
子
　
谷
島
光
治
　
中
村
速
男
　
実
方

義
雄
　
鈴
木
龍
治
　
山
崎
義
子
　
池
田
剛

木

口
和
夫
　
藤
井
良
平
　
栗
原
美
智
子

鳴
原
良
平
　
清
水
英
夫
　
斉
藤
美
智
子

宝
月
ち
か

こ
　
西
尾
喩
香
　
未
口
取
章
子

春
名
徹
　
大
島
久
治
郎
　
山
本
夏
子
　
小

木
宏

〈
一
月
〉
小
平
克
　
後
藤

み
な
子
　
中
川

光
子
　
渋
谷
武
夫
　
小
野
貞

〈
二
月
〉
松
宮
龍
起
　
福
田
詢
　
伊
藤
千

里
　
鹿
野
忠
良
　
栗
原
彬
　
山石
波
書
店
労

組〈二
月
〉
天
野
あ
ぐ
り
　
関
幸
造
　
土日
山

一房
子

〈
四
月
〉
河
合
郁
子
　
小
林
志
夫
　
小
野

貞▼
事
務
局
か
ら

ｏ
会
報
２０
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

１９
号
を

お
届
け
し
て
か
ら
、
だ
い
ぶ
間
が
あ
き
ま

し
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

ｏ
第
二
次
再
審
請
求

へ
向
け
て
、
新
資
料

の
発
掘
を
め
ざ
し
た
、
戦
中
か
ら
戦
後
の

占
領
期
に
至
る
時
期
の
研
究
会
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
本
号
に
詳
し
く
紹
介
し
ま

し
た
よ
う
に
、
全
国
の
研
究
者
に
情
報
提

供
を
依
頼
し
て
、
何
ら
か
の
手
が
か
り
を

得
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様

に
お
い
て
も
、
お
気
付
き
の
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
事
務
局
ま
で
ご

一
報
下

さ

い
。

ｏ
原
告
団
の
中
心
に
い
ら
し
た
平
舘
利
雄

さ
ん
が
昨
年
四
月
二
六
日
に
亡
く
な
ら
れ

て
、
早
や

一
周
忌
を
過
ざ
ま
し
た
。
平
舘

さ
ん
の
ご
冥
福
を
あ
ら
た
め
て
お
祈
り
す

る
と
と
も
に
、
ご
遺
志
を
生
か
す
た
め
に

も
、
第
二
次
再
審
請
求

へ
向
け
て
、
新
た

な
取
り
組
み
を
強
化
し
た
い
も
の
で
す
。

ｏ
亡
く
な
ら
れ
た
青
山
銭
治
さ
ん
が
関
係

さ
れ
て
い
た
三
信
図
書

（現
社
長

・
荒
牧

三
恵
氏
）
か
ら
、
青
山
鍼
治
著

『横
浜
事

件
―
―

元

『改

造
』

編
集
者

の
手
記
』

（
一
九
八
六
年
、
三
信
図
書
発
売
）

一
〇
〇

冊
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
書
籍
は
、

横
浜
事
件
を
学
ぶ
う
え
で
も
重
要
な
文
献

で
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
に
お
頒
け

い
た

し
ま
す

（定
価

一
六
〇
〇
円
の
と
こ
ろ
、
送

料
共

一
二
〇
〇
円
で
）。

ｏ
支
援
す
る
会
も
、
昨
年

一
月
以
降
、
六

期
目
に
入

っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
会
費
更
新

を
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

ｏ
運
動
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、

会
員
の
方
か
ら
積
極
的
な
提
案
や
新
し

い

ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

入会申込・ 会費納入先

〒101千代田区猿楽町 48松村ビル402

横浜事件 。再審裁判を支援する会

f■  03-3291-8066

〈年会費〉個人 =2000円 団体 =5000円

● 郵 便 振 替  東京3 50641

振替用紙に |」 座番号、金額、氏名、住所

など必要事項をご記入の うえ、お振 り込

み ください
.

● 銀 行 振 込  富士銀行九段支店

普通預金 口座 478864「 横浜事件再審裁

半」を支援する会」


